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大津市立やまびこ総合支援センター内 

生活支援センター2023 年度のご案内  

① 相談支援部門（生活支援センター内に設置） 

 ・障害者やご家族からの相談に応じて相談員が必要な情報の提供や福祉サービスの申請支援、障害福祉サ

ービスの利用計画の作成を行います。 

・予測がつかない緊急時（介護者の体調不良や急な葬祭等）に必要なサービスの調整を行います。 

・理学療法士、作業療法士、発達相談員が専門的な相談に対応します。 

・市内の相談支援事業所のバックアップや大津市障害者自立支援協議会の事務局運営等を実施しています。 

② 24 時間セーフティネット支援部門（ひまわりはうす内に設置） 

・予測がつかない緊急時（介護者の体調不良や急な葬祭等）にセンター内にて安心・安全に過ごせるように

支援します。また、緊急時に必要な病院やサービス提供事業所への送迎を行います。 

・医療ケアの必要な方に対して看護師等がセンター内にて日中一時支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・連絡先：大津市立やまびこ総合支援センター内生活支援センター  

・住所：大津市馬場 2 丁目 13-50 大津市立やまびこ総合支援センター２階 

・相談支援部門（生活支援センター内に設置） 

℡ 077-527-0486 FAX：077-527-0334 メール：sien@biwakogakuen.or.jp 

営業日 365 日 事業所営業時間 9:00～17：00  

（夜間等に緊急でサービス調整が必要な場合は 090-9886-8304） 

・セーフティネット支援部門（ひまわりはうす内に設置） 

℡ 077-522-5704 FAX：077-523-7200 メール：himawari@biwakogakuen.or.jp 

 営業日 365 日 事業所営業時間 9:00～17：45  

（夜間等に緊急で対応が必要な場合は 090-9886-8304） 
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生活支援センター相談支援部門 

・相談支援部門では障害のある人が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう下記の３つの相

談支援事業を実施しています。 

①  指定特定相談支援事業・障害児相談支援事業  

・障害福祉サービス等を利用する際の相談及び支給決定のために必要なサービス等利用計画の作成を行いま

す。申請書と一緒にサービス等利用計画書を障害福祉課に提出しないと、受給者証の申請や更新の手続きが

できない仕組みになっています。相談にあたり、生活支援センターと契約する必要があります。なお、利用

料はかかりません。 

→利用するためには契約が必要です。 

②  地域生活支援拠点事業  

・生活支援センターで計画相談の契約をされている方及び緊急一時保護（ナイトケア）の登録をしている方

に対して、介護者の不在等の緊急事態に対して必要なサービスのコーディネートを行います。 

→利用するためには登録が必要です。 

③  市町村相談支援事業（地域で暮らすための一般的な相談）  

・障害のある人の地域生活における様々な問題について、障害のある当事者、ご家族、他機関の支援者等か

らの相談に応じ、必要と思われる社会資源に関する情報提供や利用に向けた支援等を行うほか、社会生活力

を高めるための個別支援や権利擁護のために必要な支援も行います。 

・相談にあたり、契約等の必要はなく、利用料もかかりません。 

 

 

 

 

 

 

 

医療的ケア児等コーディネーター研修修了者を配置しています。 

、当事業所の相談支援専門員 7 人が医療的ケア児等コーディネーター養成研修を修了し資格を取得してい

ます。コーディネーター研修修了者を中心に相談支援専門員が下記支援を行います。 

①医療的ケア児が日常生活上必要とする医療的ケアの状況を踏まえた上で、個々の発達段階に応じた支援を

行います。 

② 家族支援を含めた医療的ケア児の「育ち」や「暮らし」を多職種が協働できるよう支援の調整を図り、

医療的ケア児とその家 族が抱える課題解決に向けた個別支援を行います。 

③地域で医療的ケア児の育ちを保障するため、協議の場を活用した社会資源の開発・改善を行います。 
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指定特定相談支援事業所を利用する場合 

障害福祉サービスをご利用になるすべての方に対して“サービス等利用計画”の作成が必要にです。サー

ビス等利用計画は地域生活に必要なサービス等の利用に関するご希望をお聞きし、現在の状況をふまえて作

成する計画です。また、作成後も定期的にご本人、家族と自宅にて面談等して聞き取りを行い、事業所にも

様子の確認を行います。（モニタリングといいます。） 

サービス等利用計画の作成と障害福祉サービス利用の流れ  

 

受給者証の更新時の手続きの流れ 
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地域生活支援拠点事業に関して 
 

大津市では知的障害の方を対象に緊急時の対応をより強化するために、市内の相談支援事業所及

び短期入所事業所等に地域生活支援拠点の事業所として対応することを求めています。 

つきましては、生活支援センターは地域生活支援拠点の事業所として、2020 年春から位置づけ

ることになりました。 

生活支援センターを始めとする大津市内の相談支援事業所が各担当利用者の緊急時の短期入所事業所やヘ

ルプ事業所の調整を行い、それでも対応が難しい場合はひまわりはうすのセーフティネット支援（ナイトケ

ア・日中一時支援）で対応する流れになっています。 
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セーフティネット支援部門のご案内 

セーフティネット支援部門はひまわりはうす内に設置されています。地域で安心して生活できるよう、地

域生活支援拠点事業として知的障害の方を対象に緊急時の対応を行います。  

１．対象者  

・療育手帳の交付を受けている知的障害児者 

・身体障害者手帳の交付を受けている障害児 

２．利用要件  

・介護者が急な体調不良や怪我及び急な葬祭等の突発的な要件が入り、対象者の介護が一時的に困難にな

り、かつ普段利用している事業所で調整困難になった場合 

３．支援内容と利用する制度  

支援内容 利用する制度 利用者負担 

大津市立やまびこ総合支援

センター館内での見守り及

び利用者に必要な介助。 

（必要に応じて自宅や事業

所とセンター間の送迎支

援） 

日中一時支援 大津市の日中一時支援の利用料 

４時間未満 ４００円  

４時間以上６時間未満 ５００円 

６時間以上 ６００円 

・非課税世帯及び生活保護世帯は無料です。 

・送迎した場合は別途５０円かかります。 

大津市立やまびこ総合支援

センター館内での宿泊支援 

大津市通所条例に基づ

く夜間一時保護 

１泊２日 １０００円 

・生活保護世帯は無料です。 

病院や障害福祉サービス事

業所等への車輌や公共交通

機関を利用した送迎支援 

大津市通所条例に基づ

く移動支援 

なし 

４．利用にあたっての手続き  

・緊急時の日中一時支援の利用を希望する場合は契約が必要です。契約には日中一時支援の支給決定通知書

が必要です。 

・ナイトケアの利用を希望する場合には大津市障害福祉課に夜間一時保護の登録が必要となります。登録を

希望する方は生活支援センターにご相談ください。 
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５．緊急時の利用方法  

①普段利用している相談支援事業所またはサービス提供事業所への相談  

・緊急時対応に関して普段利用している短期入所事業所やヘルプ事業所がございましたら、そちらの事業所

の利用が優先となります。相談支援事業所に関しても、普段相談している事業所にまずはご相談ください。 

②普段利用している事業所が対応できない場合は、生活支援センターまでご連絡ください。  

・24 時間 365 日サービス提供しています。なお、事業所の営業時間は 9 時から 17 時 45 分となっていま

す。それ以外の時間帯は緊急携帯にご連絡ください。 

・事業所番号：077-522-5704 (月～土、9:00～17:45) 

・緊急携帯番号：090-9886－8304（17:45～9:00 又は事業所につながらない時） 

③受付担当者に希望する日時と支援内容と支援の必要な理由をお伝えください。  

・以下の場合はお断りする場合もあります。 

①利用要件に該当しない場合  

②利用者が感染症にかかっている場合 

・職員の体制確保が困難な場合は希望した時間通りにお受けできない場合もありますのでご了承下さい。 

・夜間に関しては職員が自宅待機となっておりますので、対応までに時間がかかる場合があります。 

④利用に際して下記の準備をお願いします。  

・食事が必要な場合は、食事または食事代。普段服用しているお薬。療育手帳、本人の保険証 

・夜間泊まりの支援を受ける場合は、パジャマ、タオル、洗面用具。 

⑤利用料の支払いは後日に大津市よりご自宅に請求書が届きます。  
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リハビリテーションスタッフの紹介 

 生活支援センターでは住み慣れた地域で、その人らしく暮らしていくことを大切に、リハビリの観点から

支援するためのスタッフを配置しています。 

 リハビリテーションスタッフは支援者対象の巡回相談と利用者対象の個別相談を行っています。巡回相談

では地域の保育園や学校、障害福祉サービスの事業所等を訪問して、実際の生活を見たうえで、それに即し

て専門的な支援活動を提供しています。 

リハビリテーションスタッフは 2 名です。  

・理学療法士 1 人、作業療法士 1 人 

対象者  

・大津市内にお住いの知的障害児者及び 18 歳未満の身体障害児 

対応出来る相談内容  

機能低下へのアセスメントや対応の検討  

 

 

  福祉用具・環境への対応 

 

 

相談方法  

生活支援センターに相談依頼のお電話をください。リハビリテーションスタッフが対応可能と判断した場

合は、相談日や相談場所の調整をさせて頂きます。 

普段利用している福祉サービス事業所の支援者の方からの利用者の個別相談に関しては、本人及びご家族

からの事前同意が必要です。 

利用にあたっての留意点  

・普段相談している医療機関のリハビリスタッフがおられる場合は、連携して対応させて頂きます。 

「歩きにくくなってきた」「転倒しやすくなった」「骨折をしてしまった」「車椅子が合わなくなっ

た」「食事中にむせやすくなった」など 

「車椅子を作りたい」「履きやすい靴の選び方を教えてほしい」「食べやすい食器はないか」「持ちや

すいスプーンを探している」「手すりをどう取り付けたらよいか」「トイレの改修を検討している」な

ど 
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相談支援部門の職員体制に関して 
所長（管理者）飯田京子、 副所長 松岡啓太、相談課係長 東間祥子 

主な担当 業務内容 担当者 

指定特定相談 

障害児相談主担当 

・生活支援センターと計画相談で契約している方の

サービス等利用計画作成及びモニタリング、地域生

活を送る上での相談支援を行います。 

東間 祥子 吉村 耕平  

冨高 余理  片岡 明子  

古庄 奈央子 野村 恭子 

認定調査 ・認定調査の調整及び調査を行います。 山崎 真理子 

相談支援機能強化事業 ・大津市障害者自立支援協議会の事務局 

・相談支援事業所へのスーパーバイズ 

・重症心身障害及び医療的ケアの支援に関する専門

相談 

松岡啓太 瀬古衣映 

坂本彩（週３回勤務） 

園田千鶴（週１回勤務） 

理学療法士 本人の姿勢や運動、生活動作に関する相談、及び介

助方法や日常生活用具等の相談を担当。 

泉 圭輔 

作業療法士 日常生活における困りごとや、特性の理解等に関す

る相談を担当。 

加納 雪絵 

発達相談員 主に知的障害の方の発達支援に関する相談を担当。

基本は週 1 日火曜日の勤務となっています。 

重冨 紗希 

＊大津市強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者 

松岡 啓太、瀬古 衣映、東間 祥子、吉村 耕平 

＊滋賀県医療的ケア児者コーディネーター養成研修修了者 

松岡 啓太、藤井 洋平、東間 祥子、瀬古 衣映、冨高 余里、古庄 奈央子 

＊主任相談支援専門員研修修了者 

松岡 啓太、坂本 彩 


